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株券電子化に伴う担保設定に関する想定事務フロー（第１版）【プレス説明用】 

 
・ Ａ 

－担保権設定者 

・ Ｂ 

－担保権者（銀行） 

・ 甲 

－設定者側の口座

管理機関（Ａの取引

証券会社など） 

・ 乙 
－担保権者（銀行）

側の口座管理機関

（Ｂの直近上位機

関） 

 

※ 担保権者、担保設定

者とも口座管理機関に口

座を開設して制度に参加

する場合を想定 

①から⑧のフローで担保

設定が行われ、融資が実行

される。 
【 】の項番は事務フロ

ー（第１版）の「項目」の

番号に該当 

 

証券保管振替機構

口座管理機関　　甲 口座管理機関　　乙

保有口

α社株式を担保として差し入れる

保有口（甲６０１）

α社株　１００株
　　　　　　　⇒５０株

Ａの口座
質権口（乙６０５）
Ｂ銀行の口座

　　α社株　０株
　　　　　　⇒　５０株

＋50

乙　

-50

甲　

質権者　Ｂ銀行

質権設定者
Ａ

本部

営業店

①質権設定の合意および口座管理
機関甲の加入者口座コード(601)の
伝達【項番1】

②振替
日等連
絡【項番
２】

データセンター

②振替日等連絡
③振替申請
【項番３】

④振替先口座の照会と回答【項番４】 ④連絡（事前予告）
【項番４】

⑤振替請求【項番５】

⑥
振替済通知
【項番６】

⑦振替完了連絡
【項番７】

⑧融資実行【項番７】

⑦振替完了
連絡【項番７】

振替申請用データ
① 銘柄：α社株式
② 振替数：50株
③ 振替元加入者口座コード：
　　甲601　氏名　Ａ
④ 振替先加入者口座コード：
　　乙605　氏名　Ｂ銀行
⑤ 振替日：2010年12月24日
⑥ 質権設定の旨

メッセージ欄に振替日、
振替元口座等の予告
内容記載

メッセージ

②振替の待ち
受け【項番２】


